
3. 分野別施策
基本目標1． 
稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり �  P62

基本目標 2． 
豊かな心と人を育むまちづくり �  P70

基本目標 3． 
�健やかで人にやさしいまちづくり �  P78

基本目標 4． 
�安心・安全で住み良いまちづくり �  P84

基本目標 5． 
市民力を生かしたまちづくり �  P90
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施策
0101 地域産業の中核を担う農業の振興

※1 �循環型農業：地域から出る生ごみや家畜排せつ物などを有機資源として有効に活用し、環境に配慮した持続
性の高い農業のこと

※2 �都市近郊型農業：大都市の周辺で行われる、畑作、稲作、酪農、畜産などを組み合わせた複合的な農業
※3 �食育：P33参照　　　※4 �新規就農：P39参照
※5 �TPP：Trans-Pacific Partnership Agreementの略。環太平洋パートナーシップ協定。モノの関税だけでなく、

サービス、投資の自由化を進め、さらには知的財産、電子商取引、国有企業の規律、環境など、幅広い分野
で 21世紀型のルールを構築する経済連携協定

※6 �圃場（ほ場）：畑や菜園など、農作物を栽培する場所

用語解説

　伊達市の基幹産業である農業は、野菜を中心とする
施設園芸や畑作・酪農を中心に都市近郊型農業※2として
経営されてきました。近年は、地域の温暖な気候条件を
生かし栽培した多品種多品目の野菜を「伊達野菜」として
PRすることで、徐々にその認知度は向上してきており、
ブランド形成を通じて高収益につながることが期待され
ています。また、新鮮な野菜は、食育※3 等を通じて健
康の増進や健康教育の促進にも寄与しています。
　このように農業は、生産、加工、販売、観光、健康

増進、教育など、その影響が多方面に及び、本市にとっ
て極めて重要な産業です。その一方で、担い手の高齢
化や離農が進み、新規就農※4 者の確保も難しいなど、
基幹産業として維持していくためには大きな課題が残さ
れています。さらに、TPP※5をはじめ、農畜産物をめぐ
る国際情勢の影響により、その永続的な発展が不透明
になっています。
　こうした課題に一つひとつ対応し、生産性と収益力を
高める取組を進める必要があります。

と現状 課題

　農業の生産性の向上を図る
ため、地域の状況に応じた区
画圃場※6 の整備や農業用施設
の維持など、生産環境の強化
を進めます。

01
農業生産基盤の強化

0101 01 0101 02 0101 03

　持続的な営農体制を構築す
るため、集落営農による組織
化や法人化の促進、新規就農
者の育成・確保に向けた取組を
支援します。

02
担い手の育成・確保

　農業経営の安定を図るため、
地域の特色を生かした高品質
な農畜産物の生産を支援しま
す。

03
農畜産業の振興

な必要 取組

　「品質が高く、売れる農畜産物の生産」、「安定した農業
経営」、「担い手が育ち、未来に続く農業」、「環境にやさし
い循環型農業※1」が定着し、稼ぐ農業の確立を目指します。

 稼ぐ農業の確立 

目指すべき 姿

基本目標 01 稼ぐ力と雇用を生み出すまちづくり
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施策
0102 健全な林業の振興

�※1 �涵養（かん養）：ここでは、大雨が降った時の急激な増水を抑え、しばらく雨が降らなくても流出が途絶えな
いようにするなど、森林が水資源を蓄え、育み、守る働きのこと

※2 �公益的機能：ここでは、木材などを生産する機能や、土砂災害等を防止する機能等、森林が持つ多面的な機能
のこと

※3 �保安林機能：洪水や山崩れなどの災害の防止や生活環境の保全・形成等を目的として指定された森林の機能
※4 �木質ペレット：森林間伐材や林地残材を活用し、チップやおが粉などの製材副産物を円筒状（直径 6～

10mm、長さ 10～ 30mm）に圧縮成型した小粒の固形燃料

用語解説

　森林が適切に維持・管理され、森林の公益的な価値を生かす林業を目指します。

 健全な森林を育む林業 

目指すべき 姿

　伊達市の森林面積は、市域面積の約70％を占めてお
り、森林は木材生産機能だけではなく、二酸化炭素の
吸収や水源の涵養※1、生態系の保全など多くの公益的

機能※2を持っています。こうしたさまざまな機能を最大
限に発揮させるため、森林整備や保全の啓発など適正
な維持・管理を推進していく必要があります。

と現状 課題

　二酸化炭素の吸収による地
球温暖化の抑制や、国土・生態
系の保全、水源の涵養など森
林が持つ公益的機能の維持増
進のため、関係機関等と連携
し、森林整備を進めます。

01
森林の公益的機能の維持増進

　森林整備に必要な造林事業
等については、計画的・効率的
に進めるとともに、森林整備の
啓発や支援、森林組合の育成
強化に努めます。また、森林
整備により保安林機能※3を維
持し、森林の保全を図ります。

02
森林の整備と保全

　森林整備により排出される
間伐材等を木質ペレット※4 の原
料として活用し、地域の二酸
化炭素排出量の削減を図ると
ともに、森林の健全な育成・保
全を推進します。

03
間伐材の有効活用

な必要 取組
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施策
0103 安定した漁業の確立

�※1 �漁業権行使規則：漁業権（一定の水面において営む漁業で都道府県知事の免許を必要とするもの）の行使に
あたり、漁業を営む者の資格、漁業の方法などを定めた規則

用語解説

　豊富で高品質な水産物を安定的に生産・漁獲し、経営の
安定した漁業の確立を目指します。

 水産資源をつくり育て  
 安定した経営ができる漁業 

目指すべき 姿

　近年、本市の漁業は、海水温の変動などの影響により、
水産資源の減少が課題となっており、漁業の安定を図る
ためには、減少している水産資源の維持・増大に向けた
取組が必要です。特に計画的な生産額が確保できる栽

培・養殖漁業は、経営の安定化を図るうえで効果的であ
ることから、これらを取り巻く生産基盤や消費・販売促進
等の環境整備を進める必要があります。

と現状 課題

　ホタテ、マツカワな
どの増養殖等栽培漁
業への支援や、漁業
権行使規則※1、漁獲
規制等の遵守促進な
どにより、水産資源
の維持と増大を図りま
す。

01
水産資源の 
維持・増大

　生産施設整備に合
わせた既存漁港の機
能高度化、共同作業
所などの漁業関連施
設の整備を促進しま
す。

02
生産基盤の整備

　効率的な漁業経営
を確立するため、漁
船や装備・機器等の近
代化による漁労作業
の効率化や生産コス
トの削減を図るととも
に、担い手の育成や
新規就業者の確保に
努めます。

03
漁業経営の強化

　地元水産物のPRイ
ベントへの参加や地
域ブランド化の推進
等により、消費と販
路の拡大を図ります。

04
水産物の消費と

販路拡大

な必要 取組
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※1 �コミュニティ：P6参照
※2 �地域循環型ポイントカード：伊達市内の施設等で使えるポイントカードで、たまったポイントを1ポイント＝

1円として利用できるカード（「伊達まちカード」と同義：P33参照）

用語解説

施策
0104 消費者ニーズに対応した商業の振興

　人口減少や地域間競争など、厳しい社会的・経済的変
化の影響を受け、特に中心市街地の商店街は、空き店
舗の増加による空洞化が進むなど、商業機能の低下傾
向がみられます。
　商業は市民の生活を支えるだけではなく、雇用やにぎ

わいを生み、地域コミュニティに活力を与える重要な役
割を担っていることから、消費者ニーズに対応したサー
ビスの向上や、経営者・従業員の意識改革、経営の近代
化・合理化など将来を見据えた商業の振興が求められて
います。

と現状 課題

　まちなかの空き店
舗対策事業などによ
り出店や起業の誘導
を行い、商業等の活
性化と交流人口の増
加を促進します。

01
にぎわいの創出

　伊達商工会議所・壮
瞥商工会や金融機関
など関係機関との連
携により、経営の合
理化、人材の育成、
融資制度等の充実を
図り、地域企業の経
営の近代化を促進し
ます。

02
経営の近代化

　運転免許証の返納
や、商店等の撤退に
より日常生活で必要
なものを購入すること
が困難となった買い
物弱者が、安心して
買い物をすることがで
きるよう必要な対策を
進めます。

03
買い物弱者への 

支援
　商業者による販促
活動やキャンペーン
等の取組を支援する
とともに、地域循環
型ポイントカード※2の
活用等により、地元
消費の喚起と購買力
の流出防止を促進し
ます。

04
地元消費の促進

な必要 取組

　地域コミュニティ※1の核となる、にぎわいのある商業を目
指します。

 安心して買い物ができる  
 にぎわいのある商業 

目指すべき 姿
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施策
0105 活力ある地場産業

　製造業、建設業、サービス業等の地場中小企業は、
伊達市の産業・経済を支える中心的な存在であり、雇用
の創出にも貢献しています。これらの産業が付加価値を
高め、経営基盤の強化や安定化が図られるよう、支援

していくことが必要です。
　さらに、本市の資源や特性を生かした新規起業、企
業誘致、市外からの投資の促進も重要な課題となってい
ます。

と現状 課題

　本市の強みと特性を生かした活力あふれる地場産業の持続的な発展を目指します。

 地域の資源や特性を生かした活力ある地場産業 
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※1 �ふるさと納税：P12参照用語解説

　地場中小企業による地域資
源を活用した製品の研究開発
を支援するとともに、ふるさと
納税※1の返礼品やイベント等を
活用した販路拡大や、関連団
体と連携したPR活
動を進めます。

03
地場産品の

研究開発・販路拡大

　伊達商工会議所・壮瞥商工会
と連携し、地場中小企業の生
産性向上による経営基盤強化
や安定化等に寄与する取組を
進めます。

01
中小企業の

経営基盤強化

　支援制度の充実や情報発信
の強化を図り、新規起業の促
進や企業の誘致、市外からの
投資促進に向けた取組を進め
ます。

02
新規起業、企業誘致

及び投資の促進

　各企業や伊達商工会議所等
の団体が、担い手や後継者の
確保に向けて独自に行う取組
を支援し、持続的な企業経営
を後押しします。

04
産業の担い手、

後継者等の確保に向けた
取組の支援

　農林水産業、製造業、商業・
サービス業、観光産業等、多
様な業種間の連携を強化し、
新たな商品やサービス、事業
の創出を支援します。

05
産業間連携の促進

な必要 取組
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施策
0106 魅力あふれる観光基盤

※1の形成

　伊達市は自然環境や歴史、四季を通じた豊かな農水
産物、天然温泉など多くの観光資源に恵まれていますが、
それらの有効活用が大きな課題となっています。人口減
少により地域経済が縮小傾向にある中、交流人口を増
加させることは地域経済の活性化にもつながることから、

地域の資源や地理的優位性を最大限に生かした観光基
盤の形成が必要です。
　道の駅だて歴史の杜など、観光の拠点となる施設が
整備されたことから、その有効活用による観光の発展が
期待されます。

　自然環境や歴史、「食」など、
豊富な地域資源を生かした体
験型観光※2 等の推進により、
魅力あふれる観光産業の振興
を図ります。

01
観光資源の活用

　市と各団体の連携した取組
による観光プログラム開発や
道の駅だて歴史の杜のインフォ
メーション機能強化による効果
的な情報発信を行います。

02
受入体制の整備

　道の駅だて歴史の杜等、観
光の拠点となる施設の魅力アッ
プを図るとともに、これらの施
設と市内の多様な観光資源を
有機的に結び付け、国内外観
光客の誘客を促進し、観光客
の滞在時間の延伸、観光消費
の拡大、リピートの
拡大を図ります。

03
観光拠点施設の活用

と現状 課題

　歴史や自然など地域の観光資源を最大限に生かし、おも
てなしの心を持って迎えられるまちにします。

 何度も訪れたくなる  
 歴史と自然があふれる温かいまち 

目指すべき 姿

※1 �観光基盤：P52参照
※2 �体験型観光：自然、アウトドアスポーツ、産業、文化などに旅行者自身が直接触れたり、参加したりすること

を目的とした観光

用語解説

な必要 取組
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施策
0107 勤労者の生活安定と向上

�※1 �ハローワーク：公共職業安定所の愛称。厚生労働省が設置する職業安定法に基づく国民に安定した雇用機会
を確保することを目的とした行政機関

※2 �勤労者生活資金：勤労者の生活の安定と向上に役立てるため、貸付枠の範囲内で生活上必要な資金を金融機
関から貸し付けする資金

用語解説

　地元に働く場所がたくさんあり、安心して生活ができるまちを目指します。

 地元で安心して働くことができるまち 

目指すべき 姿

　伊達市の雇用環境は、求人と求職のニーズがかみ合
わない「雇用のミスマッチ」などから、依然として厳しい
状態が続いており、若者はもとより女性や高齢者の地元
雇用に大きな影響を与えています。あわせて、既存企業
の後継者の確保等、企業の持続的発展に関わる不安も

顕在化しています。
　このため、新たな雇用の創出による就業機会の拡充と
安心して働くことができる環境づくりを進めるとともに、
勤労者の生活基盤を安定させるための福祉施策について
も充実を図る必要があります。

と現状 課題

　ハローワーク※1や伊達商工会議所等の関係機関と
の連携による雇用機会の拡充、職業能力の開発、労
働条件の改善、障がい者・高齢者雇用の促進により、
雇用環境の改善を図ります。

01
雇用環境の改善

　各種施策のPRと活用を促進するとともに、市の勤
労者生活資金※2 等を活用し勤労者福祉の充実を図り
ます。

02
勤労者福祉の充実

な必要 取組
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